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これまでに示した現場ニーズや、災害分析から見たＩＴ活用の狙い目を整理すると、IT活用の全体像は『作業準備
段階』の支援と『作業実行段階』における①作業設計、②教育訓練、③作業実行の各支援にまとめることができます。

上図の機能を実現する手段としてＩＴを考えると、上図の①③の核となるＩＴは「データベース」の蓄積検索であ
ると言えます。 また上図の②は「情報伝達」「識別・位置等検出」面でのＩＴ活用であると言えます。
この見方でＩＴシステム全体を構築すれば下図のような構成例になります。 ニーズに応じ部分的に逐次構
築すればいいのですが、全体像（グランドデザイン）をはじめに描いておくと手戻りもなく適用拡大できること
になります。

以下、各ＩＴ要素である「データベース」「情報伝達」「識別・位置等検出」別にITの内容、さらにその組み
合わせの応用システムの機能内容を示しながらIT活用によるリスク対応の様子を見てみましょう。
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